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安心して住み続けられるまちをつくりたい！ 
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人は子育てから成長するといわれ

るが、私たち家族はこの犬との生

活からいろいろもらって家族とし

て頑張ってこられた気がする。家

族の波打つ心の問題も乗り越えら

れたと感謝している。亡くなって

から 8 年になるが、大きな額にし

た写真は今日も私たちを見守って

くれている。 

＜会員 山口 孝子＞ 

私は犬が好きである。幼少から

家には犬がいて子育て中も 3 匹の

犬を飼った。3 匹目は名をロビ

ン、雌の雑種の柴犬で子供が友達

からもらってきた。生後 3 か月く

らいだったと思う。すくすく育っ

てくれて、なかなか優しい顔立ち

の犬で賢くて振る舞いが立派だっ

た。周りに騒ぐ犬が寄って来ても

動揺せずにじっーと観察しにらみ

を利かして最後に「ワン」と低い

声で一喝する。しかしそんなロビ

ンにも変化があった。隣の家に子

供が生まれ鳴(泣)き声が聞こえる

と、不思議なことに落ち着かなく

なり垣根からじーと心配そうに眺

めている姿があり、「クーンクー

ン」と低く泣(鳴)き、そのうち乳

房が張ってきて授乳でもしている

状態になって犬自身も気にしてい

る様子があった。心配して調べる

と「犬には擬妊娠がある」とのこ

とを知った。母性本能から身体も

変化したようだ。その後出産する

こともなくオールドミスで通し

17 年の命を閉じた。 

みんなの広場 
 

戌年に犬を想う 

 

 

就職を期に飯野町に来て、早い

もので２０年以上が過ぎました。 

初めは、知り合いもなく、土地

勘もまったくなかったため不安と

緊張でいっぱいでしたが、職場で

も訪問先でも、皆さん優しい方々

ばっかりで、温かく受け入れてい

ただき不安はすぐ消えました。 

また、訪問先のおじいちゃんおば

あちゃんから昔の町並みや活気の

ある時代の話を伺う度に、町への

愛着が増してきました。 

結婚・出産を経て、公私ともに

飯野町への根付いてまいりました

ので、今後はこれまでお世話にな

った御恩返しが少しでもできれば

と思います。 

＜当ＮＰＯ事務 高橋 満子＞  

  

 

これからも 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予定されています。少子高齢化が

加速する中、この地域ならではの 

地域包括ケアシステムを作ってい

く必要があります。在宅でも施設 

でも、それぞれが望んだ所でその

人らしい生活が送れるよう、様々 

な連携の中で信頼関係に基づいた

地域での強い絆を必要とします。 

 発足時、飯野町を愛する多くの

方々の協力で立ち上がった特定非

営利活動法人やすらぎの郷が、介

護保険事業だけでなく、有償ボラ

ンティアなどを通して元気高齢者

の方々が活躍できる場の一つにな

っていただけるものと思っており

ます。 

 今後ともどうぞよろしくお願い

致します。 

ごあいさつ 
  

平成２８年１月に現職となり、

丸２年が経ちました。この間は、

やすらぎの郷のケマネジャーやヘ

ルパーの皆さんに大変お世話にな

りました。また、昨年亡くなった

朝倉健さんには、生活困窮者に仕

事を提供して頂いたり、認知症の

一人暮らしの方を地域一丸となっ

て支えるあり方を教わりました。

後任の斎藤事務局長には、有償ボ

ランティアとして一人暮らしの認

知症の方を支えて頂いておりま

す。 

今年は、飯野町と福島市が合併

して１０年の歳月を迎えます。ま

た、団塊の世代が７５歳以上とな

る２０２５年まで７年となりまま

す。さらに、４月には、医療・介

護・障がいのトリプル報酬改定が 

 

 
 

福島市立子山・飯野地域包括支援センター  

  所長  荒木 健夫 

  

保健師 鈴木由美子さん（中央） 

社会福祉士 鈴木むつみさん（右）とともに 

  



 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一口一言 

飯野の早春は「つるし雛まつり」の

賑わいと共にあり、東西南北の里山

でゆっくりとすすむ草木の芽吹きにも

心和みます。寒暖交錯しながら時節

は 3 月に…。 

本会報に「地域包括支援センター」

荒木所長の挨拶をいただきました。Ｎ

ＰＯ創設 5年目を歩む私たち、エール

に応えて前進しましょう！（Ｓ） 

やすらぎの郷の監事をお受けして

から、役員会などを通じて役員、職

員のみなさんの熱意、努力にはいつ

も感心させられてきました。 

何か自分にも出来ること、お役に

立てることはないものかと思いなが

らも、草花・野菜・瓢箪の栽培で、

土に親しむ日々を過ごしておりま

す。 

草花は、サルビア、パンジーなど

種まきから手がけて数千本の苗を育

て、きれいな花を皆さんに見ていた

だければと、道路沿いの畑や公共施

設などに植栽します。 

  

ＮＰＯ やすらぎの郷いいの 

福島市飯野町字前川１６ 

       TEL 024-563-4804 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://yasuraginosatoiino.jp/ 

<安心して住み続けられるまち リレートーク その 2＞  

野菜は、なかなか思うようには出

来ませんが、新鮮なものを、ご近所

やお世話になっている方に差し上げ

て喜んでいただけることを励みに作

っています。 

瓢箪も、種まきから収穫まで、そ

して加工と、手間のかかる仕事です

が、瓢箪には、見る人の心を和ませ

る力があると信じながら、冬の間

は、加工の作業をしているところで

す。 

今年も、地域の皆さんとの、ささ

やかな繋がりを求め、無理をせず続

けていこうと思っています。 

  

 

草花、野菜、そして瓢箪  

 

生活支援ボランティア・ 

ホームヘルパー募集！ 
 

 

会員・監事  高野 孝夫 


